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戦略箱 ADVANCED ご担当者様 

2018 年 6 月 6 日 

株式会社インフォファーム 

戦略ソリューション事業部 

 

「戦略箱ADVANCED」の機能強化版（バージョン4.5.0）を出荷開始 

 

平素は格別なお引き立てを賜り厚くお礼申し上げます。 

また、戦略箱 ADVANCED をご愛顧いただき、誠にありがとうございます。 

このたび「戦略箱 ADVANCED」機能強化版（バージョン 4.5.0）の出荷を開始しました。 

 

詳細については下記をご参照いただき、バージョンアップをご希望の方は弊社担当営業または担当 SE ま

でお問い合わせください。 

今後とも変わらぬお引き立てのほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

主な機能強化点 

Google カレンダー連携機能の追加 

戦略箱のスケジュール情報を Google カレンダーへ連携することができるようになりました。 

※Google、Google Calendar は、Google LLC の登録商標または商標です。 

  

商談パターン別項目表示制御機能の追加 

商談パターン毎に、商談機能の表示項目を設定できる機能を追加しました。商談パターンを切り替え

ることで、商談の入力項目が切り替わります。 

また、組織毎に商談パターンの初期値を設定することができるようになりました。 

メール本文にパソコン版 URL を追加 

戦略箱から送信されるメール本文に「パソコン版 URL」を含めることができるようになりました。 

また、メール本文に含める URL（パソコン版／スマホ版）を、戦略箱システム設定で設定できるよう

になりました。 

戦略箱スケジュール 
戦略箱サーバー 

Web サービス 

Google カレンダー 
Google サーバー 
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変動項目の拡張 

以下の機能追加により、変動項目機能の利便性が向上しました。 

・商談結果とサービスリクエスト処置入力に、変動項目を追加できるようになりました。 

・入力形式に「リンク」を追加しました。 

 

・ラジオボタン／コンボボックス／チェックボックスの場合、グループ化して表示することができる

ようになりました。 

 

・訪問予定と日報の間で、同一形式の変動項目へ値を引き継ぐことができるようになりました。 

モーダル機能の強化 

以下の機能追加により、モーダル機能の操作性が向上しました。 

・モーダル画面のサイズを、横幅は約 1.5 倍、縦幅は約 1.3 倍に拡張し、選択しやすくなりました。 

 

・モーダル画面で値をダブルクリックすることで、選択／解除ができるようになりました。 

動作対象 OS の追加 

Windows Server 2016(64bit)に対応しました。 

※Windows Server は、米国 Microsoft Corporation の、米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

 

以上  


